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ベスレヘム通り



２

新型コロナウイルス感染拡大防
止には、咳エチケットや手洗い
が大切です。

　
４
月
７
日
、
政
府
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
を
目
的
と
し
て
、
大
阪
府
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
、

こ
れ
を
受
け
て
大
阪
府
は
「
緊

急
事
態
措
置
」
を
決
定
し
ま
し

た
。

大
阪
府
緊
急
事
態
措
置
の

概
要

期
間
　
令
和
２
年
４
月
７
日
～

５
月
６
日
承

外
出
自
粛
の
要
請

◇
食
料
の
買
い
出
し
、
医
療
機

関
へ
の
通
院
な
ど
、
生
活
の
維

持
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
外

出
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
生
活
必
需
物
資
を
販
売
す
る

施
設（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

薬
局
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
へ
の
休
止
要
請
は
行
い
ま

せ
ん
。
家
族
連
れ
な
ど
、
大
人

数
の
来
店
を
避
け
、
入
店
人
数

を
抑
え
る
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
な
ど
の
遊
興
施
設
な
ど
へ
休

緊急事態宣言が発令されました

止
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夜

間
の
繁
華
街
へ
の
外
出
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
、

可
能
な
限
り
、
在
宅
で
勤
務
し

て
く
だ
さ
い

　
職
場
に
出
勤
す
る
場
合
、
時

差
通
勤
・
自
転
車
通
勤
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
風

邪
な
ど
の
体
調
不
良
の
場
合
は
、

休
暇
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
学
童
ク
ラ
ブ
）、
介
護
施
設

な
ど
へ
の
休
止
要
請
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
家
庭
で
の
保
育
や
介

護
な
ど
が
可
能
な
人
は
、
可
能

な
限
り
、
利
用
を
控
え
て
く
だ

さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
の
要
請

　
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
対
し
、

規
模
や
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
開

催
の
自
粛
を
要
請
し
ま
す
。

※
４
月
　
日
現
在
の
情
報
で
す
。

１４

※
緊
急
事
態
宣
言
を
含
む
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
は
、　２２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マスクの
作り方は
23ページ
へ

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
こ
の
感
染
症
の
治
療
や

予
防
の
最
前
線
で
奮
闘
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
全
て
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
、
こ
の
感
染
症
と
の

闘
い
は
、
先
行
き
が
見
え
な

い
状
況
で
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

必
ず
こ
の
試
練
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
感
染
症
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
引
き
続
き
、
広

報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
通
し
て
、
情
報
を
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

富
田
林
市
長
　
 
村
　
善
美

　
4
月
7
日
、
国
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
大

阪
府
も
そ
の
区
域
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

一
人
一
人
の
行
動
が
と
て
も

大
切
で
す
。
生
活
の
維
持
に

必
要
な
外
出
以
外
は
自
粛
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
一
人
一
人
の
行
動
が
、
ご

自
身
や
ご
家
族
、
大
切
な
人

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
富
田
林
市
で
は
、
私
を
本

部
長
と
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
市
役
所
一
丸
と
な
っ

て
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
学
校
の
休
校
を
は

じ
め
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

人との接触機会を

「最低７割、極力８割」削減しましょう



３

　
若
者
・
子
育
て
世
代
の
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
転
入
促
進
を
図

り
、
ま
た
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に
よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を
創
出
す
る
た

め
、
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入

す
る
若
者
・
子
育
て
世
代
に
対

し
て
住
宅
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
本
市
に
１
年
以
上

居
住
す
る
親
世
帯
と
の
近
居
ま

た
は
同
居
を
目
的
と
し
て
、
本

市
で
住
宅
（
中
古
を
含
む
）
を

取
得
し
、
当
該
住
宅
に
居
住
す

る
人
で
、
申
請
時
点
で
左
表
の

要
件
全
て
を
満
た
す
人

支
給
金
額
　

・
近
居
の
場
合
＝
　
万
円

３０

・
同
居
の
場
合
＝
　
万
円

５０

市
若
者
・
子
育
て
世
代
転
入
促
進
給
付
金

の
申
請
を
受
け
付
け

　
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活

用
し
、
空
き
家
の
売
買
契
約
ま

た
は
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た

居
住
希
望
者
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
　

・
空
き
家
の
売
買
契
約
が
成
立

し
た
場
合
＝
　
万
円

２０

・
空
き
家
の
賃
貸
借
契
約
が
成

立
し
た
場
合
＝
２
万
円

補
助
対
象
者
　
市
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
利
用
し
、
同
制
度
に

登
録
し
て
い
る
登
録
事
業
者
を

介
し
、
空
き
家
の
売
買
契
約
ま

た
は
賃
貸
借
契
約
を
成
立
さ
せ

た
人
（
次
の
①
～
④
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

①
交
付
対
象
者
お
よ
び
そ
の
世

帯
員
全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

②
交
付
対
象
者
お
よ
び
そ
の
世

帯
員
全
員
が
、
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
ま
た
は
市
暴
力
団
排
除
条
例

に
規
定
す
る
暴
力
団
密
接
関
係

者
で
な
い
こ
と

③
所
有
者
等
と
居
住
希
望
者
が

三
親
等
以
内
の
親
族
で
な
い
こ
と

④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
者
で
な
い
こ
と

※
補
助
対
象
と
な
る
空
き
家
の

売
買
契
約
ま
た
は
賃
貸
借
契
約

の
成
立
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

　
日
以
内
に
、
申
請
を
す
る
必

６０要
が
あ
り
ま
す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
住
宅
政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
促

市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
促
進進

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
たた

住宅の耐震診断・耐震改修・除却工事補助制度        
～木造住宅の除却工事に対する補助を創設しました～

　従来の耐震診断・改修補助に加えて、耐震性のない木造住宅の建

て替え促進や、倒壊による周辺への被害を未然に防ぐことを目的

に、木造住宅の除却工事に対する補助を創設しました。

補助対象　昭和５６年５月３１日以前に建てられた住宅

補助額

■除却工事補助（木造住宅に限る）＝上限２０万円

■耐震診断補助（木造住宅の場合）＝診断費用の概ね９割の額（上

限５万円）　※一般的な住宅では自己負担約５０００円で耐震診断を受

けることができます。木造住宅以外はご相談ください。

■耐震改修補助（木造住宅に限る）＝工事費用の３分の１の額（上

限１００万円）

※工事等契約前に補助申請をしてください。

※受け付けは１２月末までの予定です。ただし、予算がなくなり次第

終了します。

※その他条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　住宅政策課（内線４３８）

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
３
年

３
月
　
日
我
ま
で
に
、
申
請
書

３１

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
住
宅
政
策
課
へ

（
郵
送
不
可
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

市
役
所
４
階
住
宅
政
策
課
で
配

布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
住
宅
政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）
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全
国
の
自
治
体
で
、「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
の
設
置
に
向
け

た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
中
、

本
市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
、

「
増
進
型
地
域
福
祉
の
推
進
」

と
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
市
役
所
内
に
「
福
祉
な
ん

で
も
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
同
窓
口
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

縦
割
り
の
窓
口
対
応
か
ら
、
市

役
所
の
各
部
局
や
専
門
機
関
な

ど
と
横
断
的

に
連
携
し
、

相
談
者
に
寄

り
添
い
伴
走

し
な
が
ら
支

援
す
る
体
制

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
と
き
は
同
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

～
縦
割
り
か
ら
横
断
的
に
市
民
生
活
を
伴
走

支
援
し
ま
す
～

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口

と
き
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）、午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
３０と

こ
ろ
　
市
役
所
２
階
地
域
福

祉
課
（
　
番
窓
口
）

２３

※
電
話
（
内
線
２
７
３
、
２
７

４
）
で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
９
８
）

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
を
開
設

さ
れ
た
場
合
、
２
班
交
代
勤
務

体
制
の
実
施
期
間
も
延
長
す
る

予
定
で
す
。

③
交
代
勤
務
の
内
容
　
所
属
職

員
を
原
則
２
班
に
分
け
た
交
代

勤
務
を
行
い
、
出
勤
日
以
外
は

在
宅
勤
務
と
し
ま
す
。

※
交
代
勤
務
体
制
の
実
施
期
間

中
の
業
務
は
通
常
通
り
継
続
し

ま
す
が
、
期
間
中
は
少
な
い
人

数
で
の
対
応
と
な
る
こ
と
か

ら
、
窓
口
業
務
な
ど
に
お
い
て

通
常
よ
り
時
間
を
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
２
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
感
染
予
防
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
を
目
的
と
し
て
、

本
市
職
員
の
勤
務
体
制
を
次
の

と
お
り
、
２
班
交
代
勤
務
体
制

と
し
て
い
ま
す
。

①
２
班
交
代
勤
務
体
制
の
実
施

部
署
　
保
育
所
、学
童
ク
ラ
ブ
、

消
防
署
（
隔
日
勤
務
者
）
を
除

く
全
て
の
部
署

②
実
施
期
間
　
４
月
　
日
～
５

１７

月
６
日
菓

※
国
に
よ
る
大
阪
府
へ
の
緊
急

事
態
宣
言
の
指
定
期
間
が
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
か
か
る

交
代
勤
務
体
制
を
実
施
し
て
い
ま
す

「
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
」

は
延
期
に
な
り
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
実
行
委
員

会
に
お
い
て
５
月
　
日
　
に
開

１０

(日)

催
予
定
で
あ
っ
た
「
だ
ん
じ
り

パ
レ
ー
ド
」
は
延
期
に
な
り
ま

し
た
（
実
施
時
期
未
定
）
。
　

※
そ
の
他
の
市
制
施
行
　
周
年

７０

記
念
事
業
の
延
期
・
中
止
の
状

況
な
ど
詳
し
く
は
、
　

ペ
ー
ジ

２０

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マイナンバー（個人番号）の通知カード
が廃止されます

　５月２５日(月) に、通知カードが廃止され、マイナ

ンバーの通知は個人番号通知書になります。

　現在お持ちの通知カードは記載事項（住所、氏名

など）に変更がなければ、引き続き

マイナンバーを証明する書類として

使用いただけますが、廃止後は通知

カードの再交付や記載事項の変更手

続きはできませんので、ご注意くだ

さい。

　記載事項が住民票と一致しない場合は、使用で

きなくなります。マイナンバーを証明する書類が

必要な場合は、マイナンバーカードやマイナン

バー入りの住民票の写しなどを取得していただく

必要があります。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の

日程で開設します。

　申請者本人がお越しください。

とき　５月１０日(日) 、午前９時～正午　

※５月３日(祝) は、システムのメンテナンスのた

め、同カードの日曜交付はありません。

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

コンビニ交付サービスが一時休止します

　本市では、マイナンバーカードを利用した証明

書の「コンビニ交付サービス」を実施しています。

　同サービスでは、住民票の写し、印鑑登録証明

書、市・府民税証明書（現年度分）の発行ができ

ますが、次の日は、システム点検のため、一時休

止になりますのでご注意ください。

休止日　５月２日(土) ～６日(休) 、３１日(日) 

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１）、課税課（内

線１１７）



５

ひきこもり相談窓口を金剛連絡所で
も開設します

　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）で開設してい
ト ピ ッ ク

ます「ひきこもり相談窓口」

を、下記の日程で金剛連絡

所でも開設しますので、ぜ

ひご利用ください。

とき　６月９日(火) 、９月８

日(火) 、１２月８日(火) 、令和３年３月９日(火) 、いず

れも、午後１時～午後２時３０分、午後２時３０分

～午後４時

ところ　金剛連絡所

定員　各１人

申し込み　５月７日(木) ～、生涯学習課〔察(２６)

８０５６〕へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

※Ｔｏｐｉｃで実施している同相談の日程など

については、２８ページ「今月の相談」をご覧く

ださい。

　
４
月
１
日
よ
り
、
大
阪
府
総

合
労
働
事
務
所
（
南
大
阪
セ
ン

タ
ー
を
含
む
）
は
、
大
阪
府
商

工
労
働
部
雇
用
推
進
室
労
働
環

境
課
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
同
課
で
は
、
課
内
に
「
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
と

と
も
に
、
出
張
相
談
を
拡
充
す

る
な
ど
、
府
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
や
す
い
相
談
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
上
で

困
っ
た
こ
と
や
人
事
・
労
務
管

理
上
で
分
ら
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
れ
ば
、左
記
の
相
談
窓
口
に
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
〔
緯
０
６
（
６
９
４
６
）

２
６
０
０
〕

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎
☎

☎

～
労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
～

　
国
に
お
い
て
、
昭
和
　
年
以

６３

降
、
毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月

間
」
と
し
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費

者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・
教
育

な
ど
の
事
業
を
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
９
月
に
国
連
で
採

２７

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
 Ｓ
 

エ
ス

 Ｄ
 

デ
ィ
ー

 Ｇ
  ｓ
 ）
」
は
、
全

ジ
ー
 

ズ

て
の
関
係
者
の
役
割
を
重
視

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
国
際
目

標
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
消
費
者
自
ら

が
、
社
会
的
課
題
に
目
を
向

け
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
消
費
者
庁
に
お
い
て
も
、「
エ

シ
カ
ル
消
費
（
人
や
社
会
、
環

境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
）
」の

普
及
・
啓
発
を
含
む
消
費
者
教

育
の
推
進
や
、
消
費
者
志
向
経

営
（
愛
称
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経

営
）
の
推
進
、
子
ど
も
の
事
故

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
　
月
に
は

１０

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
民
運
動
と
し
て
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
消
費
者

月
間
で
は
、
消
費
者
が
、
事
業

者
、
地
方
公
共
団
体
、
国
な
ど

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
食
品
ロ

ス
削
減
を
は
じ
め
、
消
費
を
通

じ
た
豊
か
な
未
来
づ
く
り
に
向

け
て
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ

う
、「
豊

か

な

未

来

へ

～

『
も
っ
た
い
な
い
』
か
ら
始
め

よ
う
！
～
」
を
統
一
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
啓
発
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
啓
発
講
座
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で

す　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
次
の
機
関
の
消

費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
横

（
内
線
１
８
６
）、
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔
緯
１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
い
ず
れ
も
年

末
年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

「
 豊
か
な
未
来
へ

　
～
『
も
っ
た
い
な
い
』

　
　
　
か
ら
始
め
よ
う
！
～
」
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◆
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
用
品
、

ベ
ビ
ー
用
品

な
ど
の
品
物

※
お
祝
い
品

は
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
発

送
し
ま
す
。

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

～
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
～

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
３
年

３
月
　
日
我
ま
で
（
妊
娠
の
届

３１

け
出
を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
課

（
内
線
３
２
９
）

市
産
後
ケ
ア
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
産
後
の
体
調
や

育
児
に
不
安
が
あ
り
、
家
族
な

ど
か
ら
十
分
な
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
母
子
を
対
象
に
「
市
産

後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
医
療
機
関
で

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿
泊
）

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
）

の
機
会
を
提
供
し
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
乳
房
の
ケ
ア
や
授
乳

指
導
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態

の
確
認
、
育
児
相
談
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
生
後
４
カ
月
未
満
の

乳
児
と
そ
の
母
親

※
同
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
や
利
用
期
間
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

認可保育施設が開園・リニューアル

　４月１日に、市内で初めてとなる幼保連携型認定こど

も園が２園開設しました。また、ともっち保育園が４・

５歳児の受け入れができるようリニューアルしました。

●幼保連携型認定こども園 葵  音 つばさこども園（新設）
り おん

ところ　廿山５１０の４

定員　１８０人

設置主体　社会福祉法人 博  光 福祉会
はっ こう

●幼保連携型認定こども園寺池台こども園（寺池台保育

園からの移行）

ところ　寺池台二丁目１６の１

定員　１１６人（移行前１０２人）

設置主体　社会福祉法人 光  久 福祉会
みつ ひさ

●ともっち保育園（増改築）

ところ　高辺台二丁目２０の１８

定員　６６人（増改築前４０人）

設置主体　社会福祉法人 朋  星 会
ほう せい

問い合わせ　こども未来室（内線２９１）

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
各
圏
域
に
障
が
い

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
（
左
表
参
照
）、
総
合
的
な
相

談
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
障
が
い
福
祉

課
内
に
出
張
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
（
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
）
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

内
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
２
）

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎

☎

☎

☎

☎

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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衛

疫

鋭
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液
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

　平成３０年度に実施しました説明会やパブリックコメント、また、令和元年度に開催しましたタウンミーティングに

おいて、子育て中の人や地域の皆さんからたくさんの貴重なご意見・ご要望をいただきました。

　皆さんからの声にお応えするために、まずは現在運営しています全ての園で次のような取り組みを実施

する予定です。

市立幼稚園の今後の方向性をお知らせします

●令和２年度および３年度実施予定事業の内容

　令和２年度および３年度以降、以上のような方向性で取り組みを進め、「市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に

ついては、今後の「幼児教育・保育の無償化の影響」、「市立幼稚園の園児数の推移」、「保育所待機児童数の推移」、「質の

高い幼児教育の提供」、「持続できる体制の検討」などについて見極め、策定していきます。

●令和２年度実施事業の概要

①「未就園３歳児クラス」を市の事業として充実します。②「預かり時間を午後５時まで延長」します。

③近隣小学校での「給食体験」を試行します。④「合同保育」を実施するため、園から園へのバス送迎を実施します。

問い合わせ　教育指導室（内線３６９）
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国
で
は
、
日
本
国
憲
法
の
精

神
や
意
義
を
国
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
５
月
３
日
の
憲

法
記
念
日
を
含
む
５
月
１
日
～

７
日
を
「
憲
法
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
の
３
大
原
則

　
日
本
国
憲
法
は
、
国
の
在
り

方
や
仕
組
み
な
ど
を
定
め
て
い

る
も
の
で
、
①
国
の
政
治
の
在

り
方
を
決
め
る
の
は
国
民
で
あ

る
と
す
る
「
国
民
主
権
」
、
②
誰

も
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
人
間
ら

し
く
生
活
す
る
た
め
の
権
利
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
誰
に
も

侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
で

あ
る
と
掲
げ
た
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
、
③
戦
争
放
棄
な
ど
を

定
め
た
「
平
和
主
義
」
の
３
つ

の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
柱
を
基
本
理
念
と

し
て
、
全
て
の
人
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
を
願
い
な

が
ら
、
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

権
利
や
自
由
を
憲
法
が
し
っ
か

り
と
保
障
し
て
く
れ
て
い
ま
す

（
憲
法
第
　
・
　

・
　

条
）
。

１１

１３

２５

憲
法
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

　
例
え
ば
、
自
身
の
言
論
に
お

い
て
、
公
序
良
俗
に
反
せ
ず
、

他
人
の
自
由
・
権
利
を
侵
害
し

な
け
れ
ば
、
自
由
（
第
　
条
「
表

２１

現（
言
論
）の
自
由
」）
で
あ
り
、

ま
た
、
人
な
ら
誰
し
も
が
持
っ

て
い
る
「
心
」
に
関
し
て
も
、

ど
ん
な
事
を
考
え
思
っ
て
い
て

も
、
他
人
か
ら
干
渉
さ
れ
な
い

こ
と
を
保
障
し
て
い
ま
す
（
第

　
条
「
思
想
・
良
心
の
自
由
」）。

１９　
日
常
生
活
で
考
え
て
み
て

も
、
自
分
の
住
み
た
い
場
所
に

住
む
こ
と
や
、
な
り
た
い
職
業

を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
た
り（
第
　
条「
居
住
・
移
転
・

２２

職
業
選
択
の
自
由
」）、
文
字
を

読
み
書
き
す
る
な
ど
の
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る

（
第
　
条
「
教
育
を
受
け
る
権

２６

利
」
）
な
ど
憲
法
が
そ
の
権
利
や

自
由
を
保
障
し
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
私
た
ち
自
身
や
そ
の
暮

ら
し
と
憲
法
は
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
絶
え
ず

努
力
し
て
こ
の
自
由
と
権
利
を

持
ち
続
け
る
と
と
も
に
（
第
　１２

条
「
自
由
・
権
利
の
保
持
義

務
」
）
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
人
種
や
信
条
、
性
別
な
ど
に

よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
第
　
条
「
法
の
下

１４

の
平
等
」
）
。

　
自
治
体
で
は
、
こ
の
よ
う
な

憲
法
の
下
に
つ
く
ら
れ
た
各
法

律
な
ど
に
沿
っ
て
業
務
を
し
、

５月１日

　～７日は

先
の
権
利
保
障
の
他
に
も
「
教

育
」「
福
祉
」「
労
働
」「
医
療
」「
防

災
」
な
ど
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
市
民
一
人

一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
憲
法
は
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
自
由
と
幸
福
を
追
求
す
る
に

あ
た
っ
て
、
決
し
て
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
、「
人
権
」
を
自
分
自
身
や
社

会
、
実
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域

で
、
憲
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
憲
法
週
間
に
合

わ
せ
て
人
権
な
ん
で
も
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
、
人
権
な
ん
で
も
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
８
日
画
、
午
後
１

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
人
権
・

市
民
協
働
課
（
当
日
、
直
接
会

場
へ
）

※
電
話
（
内
線
４
７
２
）
で
の

相
談
も
受
け
付
け
（
で
き
る
限

り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

憲法週間

③
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

④
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同

様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
夫

婦※
不
育
症
治
療
費
の
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
方
法
や
申
請
期
限

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
本
市
で
は
、
不
育
症
治
療
を

受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険

適
用
外
の
不
育
症
治
療
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
額
　
１
年
度
に
つ
き
上
限

　
万
円
ま
で

３０対
象
者
　
次
の
①
～
④
の
条
件

全
て
を
満
た
す
人

①
申
請
日
に
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦

②
医
療
機
関
で
不
育
症
治
療
が

必
要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
保

険
適
用
外
の
治
療
を
受
け
た
夫

婦

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度
の

ご
利
用
を

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

（
男
性
不
妊
治
療
を
含
む
）
に

要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す
る

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の

承
認
を
受
け
た
、
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象

に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
同
助
成
制
度
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進

課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、申
請
書
も
同
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
道
路
上
に
自
転
車
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
景
観
も
損
な

わ
れ
ま
す
。
人
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
道
路
上
に
自
転
車

や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
を

指
定
　
本
市
で
は
、
各
駅
周
辺
の
道

路
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
を
指
定
し
、
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
を
保
管
所
へ
撤
去
・
移

送
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
な
ど
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
は
、「
第
１
自
転
車

等
保
管
所
」（
若
松
町
東
一
丁
目

６
の
　
）〔
緯
　
３
２
３
３
〕
で

２７

（２６）

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
返
還
時

に
自
転
車
は
１
台
１
５
０
０

円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
１
台
２
０

０
０
円
の
移
送
・
保
管
費
用
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
に
自
転
車
な
ど
を
駐

車
さ
れ
る
場
合
は
、
有
料
自
転

車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
一
部
の
自
転
車
駐
車
場
に

は
、
高
校
生
以
下
の
学
生
を
対

象
と
し
た
学
割
料
金
も
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル「
か
わ
っ
ち
り
ん
」

が
、
喜
志
駅
地
下
自
転
車
駐
車

場
〔
緯
　
６
２
９
３
〕
お
よ
び

（２４）

富
田
林
駅
自
転
車
駐
車
場
〔
緯

　
９
４
７
９
〕
で
ご
利
用
い
た

（２４）だ
け
ま
す
。

　
観
光
や
仕
事
、通
勤
、通
学
な

ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
方
法
・
料
金
・
時
間
な

ど
詳
し
く
は
、
利
用
を
希
望
さ

れ
る
駐
車
場
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタサササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククククククククククンタサイクルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかわっちりん」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

のののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用のご利用をををををををををををををををををををををををををををををを

■
放
置
自
転
車
を
見
掛
け
た
ら

　
公
共
の
道
路
上
に
長
期
間
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
を
見
掛

け
た
ら
、
移
動
さ
せ
ず
、
ま
ず

は
警
察
署
ま
た
は
道
路
交
通
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市営葬儀市営葬儀のの

ご利用ご利用をを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○
㈱
安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔
緯
　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈱
花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔
緯
　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○
㈱
花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔
緯
　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、「
標
準
プ
ラ

ン
」
か
「
簡
易
プ
ラ
ン
」
の
い

ず
れ
か
を
選
び
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
環
境
衛
生
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
３
、
１
４
７
）



１０

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
、
特
設
人
権

な
ん
で
も
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
や
学
校
生
活
、
医

療
・
介
護
な
ど
で
心
配
事
や
悩

み
事
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
身
近
に
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

見
守
り
活
動
を
し
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
必
要
な
支
援
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
福
祉
制

度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
へ
の

「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

５月１２日は

民生委員・児童委員の日です

「あなたの身近な相談相手

　　　　　＝民生委員・児童委員」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
々

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
南
旭
ケ
丘
町

富
山
　
健
治
さ
ん
〔
緯
　
６
０

（２４）

２
１
〕

●
若
松
町
西
一
・
二
・
三
丁
目

（
外
環
状
線
か
ら
東
側
）

西
川
　
眞
知
子
さ
ん
〔
緯
　
４
（２４）

０
７
９
〕

●
昭
和
町
二
丁
目
、
平
和
台
、

大
字
新
堂
（
一
部
）

本
山
　
正
義
さ
ん
〔
緯
　
５
７

（７４）

１
１
〕

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

　
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日
俄
、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

●
甲
田
二
丁
目
１
番
・
３
～
５

番
・
　

～
　
番
・
甲
田
三
丁
目

１３

１９

１
番
・
３
～
８
番

森
元
　
宏
通
さ
ん
〔
緯
　
３
８

（２３）

２
４
〕

●
新
家
一
・
二
丁
目

山
﨑
　
敏
行
さ
ん
〔
緯
　
２
３

（２４）

３
８
〕

●
南
大
伴
町

中
川
　
良
治
さ
ん
〔
緯
　
３
３

（２５）

１
８
〕

●
高
辺
台
一
丁
目
２
～
６
番

西
村
　
玲
子
さ
ん
〔
緯
　
７
３

（２８）

７
３
〕

●
向
陽
台
四
丁
目
４
～
　
番
２３

岩
野
　
好
髙
さ
ん
〔
緯
　
１
８

（２９）

８
５
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
芝
本
　
と
も
子
さ
ん

○
藤
田
　
裕
邦
さ
ん

○
吉
海
　
弘
幸
さ
ん

○
北
野
　
茂
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
民
人
権
部
長
　
　
　
　
　

土
井
　
清
美

▽
産
業
ま
ち
づ
く
り
部
長
　
　

森
木
　
和
幸

▽
教
育
総
務
部
長
　
　
　
　
　

澤
田
　
和
秀

▽
教
育
総
務
部
付
部
長
兼
教
育

指
導
室
長
　
石
田
　
利
伸

▽
生
涯
学
習
部
長
　
　
　
　
　

正
木
　
邦
彦

▽
議
会
事
務
局
長
　
　
　
　
　

山
内
　
浩
司

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
・
監
査
委
員
事
務
局
長
・
南

河
内
広
域
公
平
委
員
会
事
務
局

長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
長
・
農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
山
下
　
治

▽
消
防
署
長（
理
事
）　
　
　
　

新
熊
　
昌
義

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

市
職
員
のののののののののののののののののののののの

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異

人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動



１１

学
習
支
援
教
室
の
参
加
者
を
募

学
習
支
援
教
室
の
参
加
者
を
募
集集

内
容
　
大
学
生
の
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
サ

ポ
ー
ト
、
勉

強
の
悩
み
相

談
、
参
加
者

同
士
の
交
流

会
な
ど

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
９
６
）

　
本
市
で
は
、
生
活
保
護
世

帯
、
児
童
扶
養
手
当
全
部
支
給

世
帯
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
ひ
と
り
親
世
帯
の
中
学
生
な

ど
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
と
し
て
同
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
へ
の
参
加
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「ひとり親家庭の親等のための就業支援講習会」
受講生募集

●登録販売者（試験対策）

とき　６月２７日～８月８日の毎週土曜日、午前１０時～午後４時

（全７回）

ところ　大阪府立母子・父子福祉センター（大阪市東成区中道

一丁目）

対象者　ひとり親家庭の親、寡婦、寡夫

※登録販売者の資格試験に申し込みをされた人に限ります。

定員　２０人　受講料　６０００円（教材費など）

申し込み　５月２７日(水) までに、往復はがきに講習会名、参加者

の住所、氏名（ふりがな）、年齢、職業、電話番号、志望動機、

保育希望者は子どもの氏名・年齢（対象は２歳から就学前まで）

を記入し、傘５４０-００１２大阪市中央区谷町五丁目４の１３　大阪府

谷町福祉センター内大阪府母子家庭等就業・自立支援センター

〔察０６(６７６２)９４９８〕へ

※詳しくは、大阪府母子・父子福祉センターのウェブサイト

〔http://osakafu-boshiren.jp/〕をご覧ください。

市指定文化財第２号、第３号を指定しました

　昨年４月、市で初めての市指定文化財として「富田林寺

内町絵図」を指定したのに続き、このたび第２号として「 廿 
つづ

 山 南古墳出土遺物」を、第３号として「仲村家文書附書籍、
やま

板木、印鑑、氏子札、酒造関係等証札類」を指定しました。

■市指定文化財第２号「廿山南古墳出土遺物」

　指定第２号の遺物が出土した廿山南古墳は、古墳時代後

期（６世紀前半）に造られた直径約２２㍍の円墳です（残念

ながら現存しません）。

　平成１３年に埋葬施設の発掘調査を実施したところ、さま

ざまな副葬品が本来の配置を保ったままの状態で見つかり

ました。古墳は後世に乱掘されていることが多いため、当

時の葬送儀礼の在り方を知る上で貴重です。

　今回、一括して指定した副葬品には、鉄製の刀や矢じり、

金製の耳飾り、土器など

がありますが、特筆され

るのが玉類の中に含ま

れていた重層ガラス玉

です。直径約３㍉の小さ

な玉が連珠状になった

もので、国内では類例の

少ないものです。

　近年に科学分析を実施したところ、内部に銀箔が挟まれ

ていることや、シルクロードを通ってもたらされた西方ア

ジア産のガラス玉であることが分かりました。当時の対外

交流を物語る大変重要な資料といえます。

■市指定文化財第３号「仲村家文書」

　次に、指定第３号の仲村家文書は、江戸時代、河内国を

代表する酒造家であった仲村家に

継承されてきた文書です。

　本文書に含まれる酒造関係資料

は、富田林村酒造業の河内国にお

ける位置付け、さらにはその特質

の一端を理解する上で欠かせない

ものです。

　また、本文書の最も大きな特徴である大量の私文書群

は、町の生活や家族に関する詳細な記録を含み、在郷町富

田林地域の町家における生活の具体相をうかがうことがで

きます。冠婚葬祭資料

は、儀礼と社会との関

係性や、背景としての

熟成した在郷町文化の

形相についても理解を

深めるものです。

　これらは、幕末期在

郷町の文化・経済・社

会などの各面にわたって数多くの知見を得ることができる

貴重な資料です。

　今回の２件の市指定文化財は、次世代へと継承するため

大切に保存していくとともに、市ウェブサイトや展示会な

どを通して、今後、皆さんにご紹介させていただきます。

問い合わせ　文化財課（内線４２７）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

廿山南古墳の「重層ガラス玉廿山南古墳の「重層ガラス玉」」

「河州酒造御用記「河州酒造御用記」」

江戸時代の生活ぶりが分かる「年中録江戸時代の生活ぶりが分かる「年中録」」



１２

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
物
品
　
被
害
区
域
お
よ
び

被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑
な
ど

に
設
置
す
る
次
の
防
護
資
材
な

ど◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
農
家

補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
７
日
牙
～
令

和
３
年
２
月
　
日
画
に
、
農
と

２６

み
ど
り
推
進
課（
内
線
４
４
３
）へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置

事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

2
0
2
0
年
工
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

　
同
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
、
調
査
員
が
電
話
に
て
、

調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

①
特
定
健
康
診
査

　
緊
急
事
態
宣
言
に
か
か
る
通

知
に
基
づ
き
、
４
月
下
旬
に
送

付
予
定
で
あ
っ
た
特
定
健
康
診

査
受
診
券
の
送
付
を
延
期
し
ま

す
。
発
送
時
期
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
決
定

す
る
予
定
で
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

の
受
診
券
は
、
予
定
通
り
４
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
送
付
予

定
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が

出
て
い
る
間
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
送
付
時
期
や

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
受
診
券
の

利
用
期
間
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のう

ち、直径２.５マイクロ㍍（マイクロは１００万分の1）以下の特

に小さな粒子で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成

分です。府では、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視の

ページ〔http://taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開

しています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度

レベルを超えると予想される場合は、注意喚起の情報が府

の防災情報メールで配信されます。なお、注意喚起が発表

された場合は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい

運動はできるだけ避けてください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録

方法についてはおおさか防災ネットホームページ〔http://

www.osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕をご覧く

ださい。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報

も配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　環境衛生課（内線１３９）

③
歯
科
健
康
診
査

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
を
鑑
み
、
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
４
月
下
旬

か
ら
５
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

あ
っ
た
「
歯
科
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
の
送
付
を
延
期
し
ま

す
。

※
今
後
の
対
応
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
①
は
保
険
年
金

課
（
内
線
１
５
５
）、
②
は
福
祉

医
療
課
（
内
線
１
５
８
、
１
５

９
）、③
は
府
広
域
連
合
給
付
課

〔
緯
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０

３
１
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
気

付
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、

知
ら
な
い
間
に
病
気
が
進
展

し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
の

重
篤
な
症
状
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
場
所
　
実
施
医
療
機
関
　

※
４
月
号
広
報
に
折
り
込
み
の

「
令
和
２
年
度
保
健
事
業
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り

推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

内
容
　
問
診
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
者
　
　
歳
以
上
で
肝
炎
ウ

４０

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人

※
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

(２８)

肝炎ウイルス

検査はお済み

ですか



１３

　
平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）

３１

に
は
、
ご
み
収
集
作
業
中
、
合

計
３
件
の
ご
み
収
集
車
の
火
災

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
出
火
原
因
は
、
ご
み
に

混
ざ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
使
い

捨
て
の
ラ
イ
タ
ー
、
充
電
式
の

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

　
危
険
物
や
処
理
困
難
物
を
分

別
せ
ず
ご
み
出
し
を
す
る
こ
と

は
、
ご
み
収
集
車
に
甚
大
な
被

害
が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
家
屋
な
ど
の
損
壊

や
人
命
に
関
わ
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
作
業
中
の
重
大
な

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
は
十

分
注
意
し
、
危
険
物
や
処
理
困

難
物
は
適
正
に
処
理
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

※
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
ご
み
シ
ー

ル
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
環
境
衛
生
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）

収
集
で
き
な
い
も
の
を
入
れ
な
い
で
！

ご
み
収
集
作
業
中
に
火
災
事
故
が
発
生

し尿処理手数料を改定します

　し尿処理手数料は、平成１３年５月の改

定から１９年が経過し、この間、公共下水

道および合併浄化槽などの整備や普及に

伴い、し尿人口の減少および収集箇所の

点在化による収集効率の悪化など、収集

運搬業務を取り巻く環境が大きく変化し

ている状況にあることから、７月１日(水) 

から同手数料を１２０円から１６０円に改定し

ます。

　新しい汲み取り証紙は、７月１日(水) よ

り市役所１階環境衛生課、金剛連絡所、

各取扱所で購入することができます。

　市民の皆さんには、ご負担をお掛けし

ますが、ご理解とご協力をお願いしま

す。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４４～１４６）

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に
高
く
な
る

日
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
な

い
日
、
熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調

の
悪
い
日
、
運
動
な
ど
の
活
動

の
初
日
は
特
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防

●
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手

に
使
い
、
涼
し
い
素
材
の
服
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
出
時
は
、
帽
子
や
日

傘
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
水
分
補
給
の
た
め
に
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
、
汗
を
か
い
た
ら

塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
、
発
症
す
る
と
最

悪
の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
は

発
症
し
や
す
い
の
で
、
十
分
気

熱中症に
　　ご注意を

　
喉
が
か
わ
く
前
に
こ
ま
め
に

飲
む
の
が
コ
ツ
で
す
。

●
休
息
を
取
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
を
取
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
食
も
し
っ

か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
、
声
を
掛

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

～室内でも予防を

　心掛けましょう～

男女共同参画フォーラム「Be - in ひろっぱ」
実行委員募集

　地域での男女共同参画を進めることを目的に、男女共同

参画フォーラム「Be - inひろっぱ」を開催します。同フォー

ラムでは、講演会や分科会などを実施する予定です。

　皆さんも実行委員になって、その企画や運営に携わって

みませんか。実行委員会は、６月～翌年３月の間に、月１

回程度開催する予定です。

募集人員　１０人程度（性別不問、男性歓迎）

申し込み　５月１４日(木) （必着）までに、人権・市民協働課

に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、郵送、ファク

スまたはＥメールで、傘５８４-８５１１常盤町１の１　人権・市

民協働課〔（内線４７４）・鯖(２５)９０３７・Ｅメールjinken@city.ton

dabayashi.lg.jp〕へ　※応募用紙は市ウェブサイト（人権・

市民協働課のページ）からもダウンロードできます。

ＬＧＢＴコミュニティスペースを開設           
～性のあり方は十人十色～

　ＬＧＢＴの人たちのコミュニティスペースを開設しま

す。一人で悩まず、同じ悩みや思いを持った仲間と話して

みませんか。

とき　５月２３日(土) 、午後２時～４時

ところ　市男女共同参画センター「ウィズ」（すばるホール

３階）

対象者　性的マイノリティ当事者やその家族、性的マイノ

リティかもと思う人、性的マイノリティについて理解を深

めたい人　定員　２５人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７１）



１４

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中

に
府
内
市
町
村
や
消
防
、
警
察

な
ど
宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機

関
と
協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い

て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処
置

５
月
は

宅
地
防
災
月
間
で
す

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

■
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

■
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
研
修
会
や
点
検
方
法
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.o

sa
k
a
.lg
.jp
/k
e
n
sh
i_
sh
in
sa
/

sh
o
k
a
i.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

（
内
線
４
５
４
）、
府
建
築
指

導
室
審
査
指
導
課〔
緯
０
６（
６

２
１
０
）
９
７
２
２
〕

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性

が
原
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫

５
月
　
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

３１

煙
習
慣
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
保
険
な
ど
が
適
用
に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
市
で
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ

て
、
禁
煙
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
世
界
禁
煙
デ
ー
関
連
イ

ベ
ン
ト

と
き
　
６
月
４
日
牙
、
午
前
　１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
富
田
林

店
（
富
田
林
町
　
の
１
）

３１

内
容
　
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定
な
ど
　

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

５月はため池愛護月間です

　ため池災害は、梅雨・台風期に最も多く発

生しています。

　大阪府では、ため池での災害と水難事故を

防止するとともに、環境を保全するため、梅

雨・台風期前の５月を「ため池愛護月間」と

定めています。

　本市でも広報活動などを実施しますので、

皆さんも次のことなどに注意してください。

■ため池を利用する皆さんへ

・ごみを捨てないようにしましょう。

・地域ぐるみで実施されるため池の草刈りや、

水路の清掃に参加しましょう。

・水を汚す家庭からの排水にちょっとした心

遣いをしましょう。

・ため池や水路の漏水を発見したときは市役

所へ連絡しましょう。

■子どもを水難事故から守るために

・ため池管理者や地域などで設置する危険標

識は幼児や児童が分かりやすいものにしま

しょう。

・ため池の安全施設の破損に注意しましょう。

・ため池や水路周辺で遊んでいる子どもを見

掛けたら注意の一声を掛けましょう。

・町会（自治会）などを通じて子どもの水難

事故防止について保護者などへ啓発しましょ

う。

問い合わせ　農とみどり推進課（内線４2３）



１５

　
平
成
　
年
　
月
に
面
積
要
件

３０

１２

を
３
０
０
平
方
㍍
以
上
に
引
き

下
げ
る
条
例
を
制
定
し
、
こ
れ

ま
で
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
で

き
な
か
っ
た
小
規
模
な
農
地
に

つ
い
て
も
指
定
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
新
た
に

同
地
区
の
指
定
を
受
け
付
け
ま

す
。

受
付
期
間
な
ど
　
５
月
１
日
画

～
６
月
　
日
峨
に
、
都
市
計
画

３０

課
（
内
線
４
５
３
）
で
受
け
付

け※
同
地
区
の
指
定
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
土
地
の
位
置
、
地

番
、
面
積
な
ど
を
確
認
の
上
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
汚

水
と
雨
水
を
分
け
る
分
流
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

老
朽
化
な
ど
の
要
因
で
汚
水
管

に
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
た

め
、
雨
天
時
に
下
水
処
理
場
の

処
理
能
力
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
昨
年
度
か
ら
５
カ
年
に
渡

り
、
加
太
・
五
軒
家
処
理
分
区

地
区
お
よ
び
金
剛
東
処
理
分
区

地
区
（
津
々
山
台
、
小
金
台
、

下水道 管  渠 
かん きょ

長寿命化事業

を実施します

廿
山
、
向
陽
台
、
藤
沢
台
、
青

葉
丘
、
新
青
葉
丘
町
、
加
太
、

五
軒
家
の
９
地
区
）を
対
象
に
、

同
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
津
々
山
台
、
小
金

台
、
廿
山
地
区
に
続
き
、
今
年

度
は
、
藤
沢
台
地
区
も
含
め
５

月
下
旬
よ
り
実
施
し
ま
す
。

事
業
内
容

①
汚
水
管
渠
更
生
工
事
・
マ
ン

ホ
ー
ル
 蓋
 取
替
工
事
＝
老
朽
化

ふ
た

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
汚
水
管

の
長
寿
命
化
と
浸
入
水
の
防
止

を
図
る
工
事
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す

②
取
付
管
お
よ
び
汚
水
桝
の
調

査
＝
老
朽
化
な
ど
で
起
こ
る
取

付
管
お
よ
び
汚
水
桝
の
亀
裂
な

ど
の
箇
所
を
宅
地
側
か
ら
特
定

す
る
調
査
を
し
、
調
査
で
判
明

し
た
原
因
箇
所
を
修
繕
す
る
こ

と
で
、
汚
水
管
へ
の
地
下
水
や

雨
水
の
浸
入
を
防
ぎ
ま
す

生産緑地地区の

追加指定を受け付け

　
本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
４
年
度
よ
り
生
産
緑

地
地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　「
南
部
大
阪
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
の
変
更
」
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
在
住
の
人
お
よ

び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
５
月
　
日
捷
～
６

１８

月
１
日
捷

縦
覧
場
所
　
市
役
所
４
階
都
市

計
画
課

南
部
大
阪
都
市
計
画
案
の
縦
覧

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ギャンブル等依存症問題啓発週間  
～電話相談のご利用を～

　５月１４日(木) ～２０日(水) は、ギャンブル等依存

症問題啓発週間です。ギャンブルなど特定の

行為を「やめたくてもやめられない」なら、

それは依存症かもしれません。

　大阪府こころの健康総合センターでは、５

月から第２・４土曜日も相談を実施します。

　依存症は回復が十分可能な病気です。ご本

人やご家族だけで抱え込まず、まずはご相談

ください。

※大阪府内の依存症相談窓口や時間など詳し

くは、府ウェブサイト〔http://www.pref.osaka.

lg.jp/chikikansen/izonsho_soudan/

index.html〕をご覧ください（右図Ｑ

Ｒコードからもアクセスできます）。

問い合わせ　こころの健康総合センター

〔察０６(６６９１)２８１８〕

※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.lg
.jp
/so
k

e
i/to
k
e
ish
in
_
in
d
e
x
/ju
u
ra

n
1
_
1
_
1
.h
tm
l

〕
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
限
　
６
月
１

日
捷
ま
で
　
※
意
見
書
の
提
出

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
都
市
計
画
室

計
画
推
進
課
〔
緯
０
６
（
６
９

４
４
）
６
７
７
６
〕

③
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
調
査

＝
宅
地
内
で
の
作
業
で
、
各
家

庭
の
排
水
設
備
か
ら
の
雨
水
の

流
入
の
有
無
を
調
査
（
調
査
費

用
は
市
が
負
担
）
し
、
雨
水
の

流
入
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

解
消
工
事
を
各
家
庭
に
お
願
い

し
て
い
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
２
）

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
す
る
同
助

成
事
業
の
申
請
期
間
を
６
月
　３０

日
峨
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
同
助
成
事
業
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
生
涯
学
習
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

〔
緯
　
８
０
５
６
〕

（２６）
文
化
振
興
基
金
助
成

事
業
の
申
請
期
間
を

６
月
　
日
　
ま
で

３０

(火)

延
長
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１６

　
現
在
、
市
役
所
本
庁
舎
は
耐

震
性
能
の
不
足
や
建
物
の
老
朽

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
　
年
２８

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
熊

本
県
内
自
治
体
の
庁
舎
が
被
災

し
、
行
政
機
能
に
支
障
を
き
た

す
事
態
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
耐
震
化
を
含
め
た
庁

舎
整
備
に
向
け
、
市
庁
舎
整
備

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
学
識
経
験
者
や
市
内
の
各

団
体
代
表
者
、
一
般
公
募
に
よ

る
市
民
で
構
成
す
る
市
庁
舎
整

備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意

見
箱
の
設
置
、
団
体
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
に
よ
り
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
現
状

■
耐
震
性
能
の
不
足

　
市
本
庁
舎
の
主
な
建
物
に
は

北
館
、
南
館
、
別
館
が
あ
り
ま

す
が
、
北
館
の
　
値
（
建
物
の

Is

耐
震
性
能
を
表
す
指
標
）は
０
・

　
と
一
般
的
な
建
物
に
必
要
と

３１さ
れ
る
　
値
０
・
６
を
大
幅
に

Is

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
大
規
模
地
震
が
起
こ

れ
ば
、
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る
建
物
で
す
。
ま

た
、
別
館
も
北
館
と
同
時
期
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
施
設
・
設
備
の
老
朽
化

　
庁
舎
全
て
の
設
備
配
管
お
よ

び
設
備
機
器
、
電
気
・
空
調
な

ど
の
基
幹
設
備
機
器
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

市庁舎整備基本計市庁舎整備基本計画画

を策定していまを策定していますす

　
す
で
に
新
品
の
交
換
部
品
の

供
給
が
断
た
れ
た
状
況
で
、
破

損
し
た
部
品
を
修
理
し
な
が

ら
、
か
ろ
う
じ
て
、
基
幹
設
備

機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
窓
口
や

相
談
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
不
足
、

建
物
構
成
・
窓
口
配
置
の
分
か

り
に
く
さ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

対
応
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
利

便
性
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
整
備

の
必
要
性
は
高
い
と
言
え
ま

す
。

■
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
同
委
員
会
は
全
６
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
庁
舎
整
備

に
関
し
て
、

必
要
機
能
や

庁
舎
規
模
、

整
備
場
所
お

よ
び
整
備
の

方
法
、
財
源

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和

２
年
　
月
の
計
画
策
定
を
め
ざ

１０

し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
の
開
催
状
況
や
資

料
な
ど
に
つ
い
て
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
４
１
）

　
本
市
に
は
、
約
３
３
０
０
の

事
業
所
が
あ
り
、
中
小
企
業
と

小
規
模
企
業
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
飲
食
店
や
商
店
、
工
場
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
が
本
市
の
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
発
展
を
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
た
め
、
本
市
で

は
、
４
月
１
日
に
「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
」
を
施

行
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
4
8
1
）

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例例

を
制
定
し
ま
し

を
制
定
し
ま
し
たた

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に

２７

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
す
こ
や

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
健
康
づ
く
り
計

画「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　（
第

２１

二
次
）
及
び
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
　
年
間
の
計
画
と

１０

し
て
い
ま
す
が
、
中
間
段
階
の

平
成
　
年
度
（
令
和
元
年
度
）

３１

時
点
で
の
目
標
の
達
成
状
況
や

関
連
す
る
取
り
組
み
状
況
を
評

価
す
る
に
あ
た
り
、
令
和
元
年

６
月
～
７
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
中
間
評
価
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
中
間
評
価
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

(２８)

「健康とんだばやし２１（第二次「健康とんだばやし２１（第二次））

及び食育推進計画」の中間評及び食育推進計画」の中間評価価

を実施しましを実施しましたた

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



錦織南　

　松井　 美  古  都 ちゃん（７カ月）
み こ と

引っ越してきました。みんな仲良く

してね☆

イ辞汐 蒔
汐

わ が 家
の ア ド ル

藤沢台　

　南口　 小  梅 ちゃん（３歳９カ月）
こ うめ

これぞ、我が家のアイドル。元気に

育ってね璽

藤沢台　

　南口　 紫  音 ちゃん（２歳７カ月）
し おん

少しわがままな紫音

素直に大きくな～れ璽

久野喜台　

　重井　 瑠  璃 ちゃん（１カ月）
る り

生まれてきてくれてありがとう璽

これからも元気に育ってね！！

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・姉妹と一

緒に写っている写真でも可）は、写真に、メッセージ（20字

程度）を添え、住所、保護者とお子さんの名前（ふりがな）、

撮影時の年齢（月齢）、電話番号を記入し、封書で左記の宛先

まで応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけます（右図のＱ

Ｒコードから応募ページにアクセスできます）。

　なお、今応募された場合、掲載は約５カ月後になります。

　
川
柳
・
短
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市

内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
結
果
」）
は
５
月

　
日
　
、
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日
　

３１

(日)

３０

(火)

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
地
層
　
島
村
　
さ
ゆ
り
選

＝
秀
歌
＝

コ
ロ
ナ
 禍
 で
街
行
く
人
も
無
表
情
鉄
仮
面
の
ご
と
マ

か

ス
ク
が
動
く
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

∧
選
評
∨
コ
ロ
ナ
禍
で
街
は
活
気
が
な
く
、
行
き
交

う
人
も
マ
ス
ク
姿
で
無
表
情
、
そ
ん
な
殺
風
景
な
様

子
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。
鉄
仮
面
の
ご
と
と
い

う
比
喩
も
面
白
い
。
殊
に
結
句
、 マ
  ス
  ク
  が
  動
  く
 の

・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・

情
景
描
写
が
的
を
得
て
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
。

風
強
き
歩
道
橋
を
小
走
り
に
渡
る
人
あ
り
影
絵
の
如

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
堂
　
箕
浦
　
加
陽
子

書
き
初
に
夢
と
い
う
字
を
書
き
思
う
老
い
の
夢
と
は

逝
く
ま
で
元
氣
　
　
　
　
藤
沢
台
　
太
田
　
富
美
子

目
の
前
を
小
さ
き
羽
根
で
 鶯
 が
ス
キ
ッ
プ
で
と
ぶ
寒

う
ぐ
い
す

き
風
の
日
　
　
　
　
　
　
錦
織
南
　
　
山
中
　
哲
夫

百
年
の
里
の
柿
の
木
甘
柿
が
し
ぶ
柿
と
な
り
干
し
柿

に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
奥
宮
　
陽
子

腰
お
ろ
し
靴
履
き
し
 亡
  夫
 あ
の
頃
と
同
じ
動
作
の
自

つ
 

ま

身
に
気
づ
く
　
　
　
　
　
横
山
　
　
幸
左
　
智
恵
子

施
設
に
て
美
容
メ
ー
ク
を
ほ
ど
こ
さ
れ
老
人
鏡
の
笑

顔
に
見
入
る
　
　
　
　
　
青
葉
丘
　
　
小
林
　
元
子

風
の
な
き
森
に
も
揺
る
る
木
立
あ
り
あ
る
が
ま
ま
よ

と
誰
彼
の
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
俳
句
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の

間
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
６
月
号
で
の
掲
載

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

１７



１８

夢のかけ橋～奨学金などについて～

　多くの可能性を持つ若者たちに教育を受ける機会

を確保しなければなりません。学ぼうという意欲が

あるのに、経済的な理由により高等学校・大学への

進学や夢を諦めることがないように、さまざまな奨

学金制度があります。

　主な補助金、奨学金制度の一部を次に紹介します。

○高等学校等就学支援金（国の制度、返済不要）

　年収が約９１０万円未満の世帯に対し、就学支援金

が支給されます。同支援金により、対象世帯の国公

立高校生については、実質授業料が無償となります。

○高等学校等授業料支援補助金（府の制度、返済不要）

　私立高校生など

に対する府の補助

金で、授業料の負

担が右表の年額に

なるよう補助金が

交付されます。

○府育英会奨学資金・入学時増額資金（返済必要）

　奨学資金・入学時増額資金の予約申請は９月から

１０月上旬にかけて、中学３年生を対象に始まります。

在籍する中学校を通して申請します。また、５月よ

り高等学校など

に在籍している

人を対象に在学

申請（奨学資金

のみ）が始まり

ます。在籍する

高校などを通じ

て申請します。

○日本学生支援機構奨学金（返済必要）

　大学などに進学する人が対象で、給与型と貸与型

の２種類があります。給与型は、高等学校などの推

薦が必要で、住民税非課税世帯、生活保護受給世帯、

社会的養護を必要とする人（児童養護施設退所者な

ど）が対象です。貸与型は、利子の有無によって、

第一種と第二種があり、第一種は、無利子ですが成

績に関する条項があります。入学前の申し込みは、

高校３年生および高校卒業後２年以内の人が対象で

す。第一種の申し込みを希望する場合は、年度の早

い時期に申し込みの締め切りがありますので、在籍

するまたは卒業した高校にお問い合わせください。

　教育指導室では、その他の制度や活用方法、奨学

金などの各種相談を受け付けていますので、気軽に

ご相談ください。　　　 教育指導室（内線３６３、３６４）

市
立
幼
稚
園
へ
つ
つ
じ
号
の
巡
回

貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
！

●
幼
稚
園
つ
つ
じ
号
と
は

　
図
書
館
で
は
、
自
動
車
文
庫
つ
つ

じ
号
で
市
立
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
園

児
た
ち
が
自
分
で
本
を
選
び
、
貸
し

出
し
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
読
書

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
元
年
５
月
よ
り
希
望
の
あ
っ

た
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
延
べ
８
園
に

５
５
３
冊
の
貸
し
出
し
を
し
ま
し
た
。

●
実
施
に
む
け
て

　
平
成
　
年
度
に
「
第
２
次
富
田
林

２９

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
幼
稚
園
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、「
距
離
が
あ
る
た
め
図
書
館

を
頻
繁
に
利
用
で
き
な
い
。
た
く
さ

ん
の
絵
本
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の

絵
本
に
幼
少
期
か
ら
出
合
わ
せ
た
い

の
で
自
動
車
文
庫
を
利
用
し
た
い
」

と
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
に
あ
る
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、来
館
も
難
し
く
、

図
書
館
と
し
て
も
課
題
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
　
月
に
自
動
車
文
庫
つ

３０

１２

つ
じ
号
を
軽
自
動
車
に
更
新
し
、
園

庭
に
入
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
自
動
車
文
庫
の
地
域
へ
の

巡
回
を
調
整
し
、
幼
稚
園
つ
つ
じ
号

と
し
て
訪
問
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
団
体
貸
し
出
し
と
し
て
、
１
ク
ラ

ス
に
つ
き
２
０
０
冊
ま
で
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
巡
回
担
当
職
員
の
感
想
よ
り

　
訪
問
し
た
ど
の
幼
稚
園
で
も
子
ど

も
た
ち
が
喜
ん
で
本
を
選
び
、
借
り

て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
も
仕
事
に
活

用
で
き
る
本
を
借
り
て
い
ま
し
た
。

　
園
長
先
生
か

ら
は
「
子
ど
も

た
ち
に
は
こ
れ

く
ら
い
の
本
の

量
が
選
び
や
す

い
と
思
う
。
図

書
館
に
行
き
た

か
っ
た
が
バ
ス

が

確

保

で

き

ず
、
つ
つ
じ
号

に
来
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
」
と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
図
書
館
は
こ
れ
か
ら
も

　「
第
２
次
富
田
林
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

幼
稚
園
つ
つ
じ
号
の
要
望
以
外
に

も
、「
子
ど
も
た
ち
が
選
び
や
す
い
よ

う
に
絵
本
の
本
の
表
紙
が
見
や
す
い

本
棚
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
図
書
館
の
児
童
室
の

本
の
見
せ
方
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
「
あ
な
た
の
暮
ら
し

に
図
書
館
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
図

書
館
法
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
１
人

で
も
多
く
の
市
民
に
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
今
後
も
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
中
央
図
書
館〔
緯
　
４
９
２
１
〕

（２５）

　
　
金
剛
図
書
館〔
緯
　
１
１
７
１
〕

（２８）

図書館ホームページ〔https://www.city.tondabayashi.lg.jp/site/library/〕
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金剛ニュータウン

　金剛地区は、高度経済成長下での人

口増加に伴って、昭和４０年代に開発さ

れたニュータウンの一つです。

　金剛伏山台や金剛錦織台など新しく

開発された住宅地が校区内にありま

す。

さくらまつり

　毎年４月第１日曜日に開催され、た

くさんの人でにぎわいます。

寺池台小学校　学校長より

　寺池台小学校は、市内で一番児童数が多い小学校で

す。学校行事や遊びの中に学年を越えた活動をふんだ

んに取り入れているのが特徴的です。

ラグビー型授業の取り組み

　子どもたちがしっかり自分の考

えを持ち、ラグビーでパスをつな

ぐように発表し合うことで、深い

学びの実現をめざします。

安全見守り活動

　平成１６年より開始された同

活動では、毎朝集団登校をし

ている子どもたちの見守りを

続けています。「おはようござ

います」とあいさつを交わすと元気が出ます。

寺池台小学校区

　子ども・学校・地域じまん

昭和初期の富田林小学校
現在の富田林小学校

（令和２年２月の在籍児童数３２８人）

近鉄長野線富田林駅

昔 今

校 区 数 珠 つ な ぎ
～わたしたちのまちとんだばやし～ 寺池台小学校は、富田林市で１１番目にできた小学校です。

昨年度、創立５０周年を迎えました。

開校当時の寺池台小学校（昭和４５年）

現在の寺池台小学校

（令和２年２月の在籍児童数５４３人）

市役所金剛連絡所

問い合わせ　教育指導室（内線356）

１９

寺池公園

　金剛団地にある寺池の周りを整備し

た公園で、春には桜が咲き乱れます。
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愛本　みずほ（漫画家）

井阪　あゆみ（ピアニスト、星のソムリエ娯）
石田　篤司（プロ棋士）

鶉野　昭彦（劇作家、演出家）

大西　ユカリ（歌手）

奥田　章子（ヴァイオリニスト）

奥田　なな子（チェリスト）

奥村　幸大（競泳選手：２００４年アテネオリンピック

銅メダリスト）

桂　文路郎（落語家）

桂　文之助（落語家）

木澤　佐江子（声楽家）

岸本　忠三（第１４代大阪大学総長、免疫学者、名誉

市民）

喜田　哲弘（Ｔ＆Ｄホールディングス会長）

北野　智子（声楽家）

京極　輝子（富田林高校ももせ合唱団指揮者：ピア

ニスト）

河野　里美（影絵作家）

齊藤　隆成（プロサッカー選手：ＦＣ大阪）

清水　哲（ＰＬ学園野球部ＯＢ）

スミワタル（ピアニスト、 Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ    ｒ
ユー

       ）
チューバ―

高繁　勝彦（アドヴェンチャー・ランナー）

タダミ（忠見　康平／ミュージシャン：河内 ＲＥＤＳ ）
レ ッ ズ

谷ノ上　朋美（俳優）

千嶋　満雄（極小盆栽作家）

津田　康平（お笑い芸人：マルセイユ）

長尾　元（映画監督）

中川　皓太（プロ野球選手：読売ジャイアンツ）

中島　健次（プラネタリアン）

中村　順司（元ＰＬ学園野球部監督）

錦戸　眞幸（錦戸部屋親方：元関脇水戸泉）

橋本　恋（サーフィン選手）

花岡　伸和（元パラリンピック車いすマラソン代表、

現日本パラ陸上競技連盟副理事長）

馬場　菜穂子（声楽家）

晴　雅彦（声楽家）

廣谷　和夫（能楽師、重要無形文化財総合認定保持者）

藤田　晴美（ゲーム音楽作曲家）

松澤　政也（声楽家）

松藤　真吾（アーティスト）

宮本　恒靖（ガンバ大阪監督）

めぐ　まりこ（お笑い芸人）

山田　和英（元プロ野球選手：阪神タイガース）

ヤマモトシンタロウ（ロックバンド： ＬＥＧＯ 　
レ ゴ

 ＢＩＧ 　
ビ ッ グ

 ＭＯＲＬ ）
モ ー ル

ＹＵＫＩ（水原　由紀）（ダンサー）

吉田　衣里（ピアニスト）

こやまたくや・しばたありぼぼ・もりもりもと（ロッ

クバンド：ヤバイＴシャツ屋さん）

市制施行70周年記念応援団・団員紹介

富田林市制施行７０周年記念応援団員一覧（５０音順、敬称略）

　本市では、令和２年度の市制施行７０周年イヤーを盛り上げ、市民の皆さまに富田林市への誇りや愛着心を高めていた

だくため、本市にゆかりのある著名な人々で結成される「市制施行７０周年記念応援団」を結成しています。

　同応援団には、学術・経済・スポーツ・お笑い・芸術など各界より富田林市を応援していただける人々が参加され、

それぞれの立場から本市を盛り上げていただきます。

■だんじりパレードなど 70周年記念事業の一部を延期・中止します

　新型コロナウイルス感染拡大防止に

伴い、一部の７０周年記念事業を延期・

中止します。詳しくは、右表をご覧く

ださい。

　楽しみにしていただいた皆さまには

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解いた

だきますようお願いします。

問い合わせ　都市魅力課（内線３２９）

㈰

㈰

㈯ ㈰

　応援団の皆さんからは、市制施行７０周年をお祝いするさまざまなメッセージをいただいています。いただいたメッセー

ジについては、順次市ウェブサイト（市制施行７０周年記念特設ページ）に掲載していきますので、ぜひご覧ください。

問い合わせ　都市魅力課（内線３２９）



３月１４日、「東條ホタルを守る会」の皆さ

んによるホタルの幼虫の放流が実施さ

れました。

３月１3日、株式会社サンプラザとダイドー

ドリンコ株式会社より、学童クラブに

おにぎりと飲み物をいただきました。

３月17日、江崎グリコ株式会社より、

学童クラブにお菓子をいただきました。

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！

3月3１日、中筋　秀樹さんが日本農業賞

（個人経営の部）優秀賞受賞の報告に、

市役所を訪れました。

３月２６日、滋賀県東近江市と災害時にお

ける応急救援活動に関する協定を締結

しました。

４月１日、湯山　マリアさんが富田林ふ

るさとＰＲ大使に任命されました。

４月１日、 葵  音 つばさこども園で、入園
り おん

式が挙行されました。同園は、今年新設

された、市内初の認定こども園です。

４月１日、市制施行70周年記念パネル

のお披露目がありました。

４月６日、市立小学校で、入学式が挙行

されました（写真は寺池台小学校）。

２１
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～フレイル予防のために～

自宅でできるちょっとした運動を

しっかり食べて栄養を取ろう

口を清潔に保とう

家族や友人との支え合いを

☎ 可

新型コロナウイルスに関する問い合わせ

●大阪府の相談窓口

◇自身の症状に不安があるなど一般的な問い合わせ

府民向け相談窓口〔察０６(６９４４)８１９７・鯖０６(６９４４)７５７９〕

（毎日、午前９時～午後６時）

◇緊急事態措置に関すること

大阪府緊急事態措置コールセンター〔察０６(４３９７)３２９９〕

（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後６時）

●富田林市の相談窓口

◇一般的な問い合わせ

富田林市新型コロナウイルス相談センター〔察(２５)１０００〕

（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分）

※電話交換の際にご用件をお伝えください。

◇新型コロナウイルス感染症の予防に関する相談など

富田林市立保健センター〔察(２８)５５２０〕（土・日曜日、祝

日を除く午前９時～午後５時３０分）

●国（厚生労働省）の相談窓口

◇新型コロナウイルス感染症に関する電話相談窓口

厚生労働省〔察０１２０(５６５)６５３〕（毎日、午前９時～午後９時）

自粛生活で気を付けたいポイント

　ずっと家に閉じこもり、誰とも話さず一日中テレビを見ていたり、食事を抜いてしまったりと

いう生活を続けていると、「生活不活発」により、フレイル（虚弱）が進行し、体や頭の動きが低

下してしまいます。自粛生活中も健康を守るために、以下のことに気を付けましょう。

問い合わせ　高齢介護課（内線１８３）

新型コロナウイルスに関する市教育委員会からのお知らせ

　市立小・中学校および幼稚園の臨時休校（園）中の対応をはじめ、教材や児童・生徒へのメッセージなど、さまざま

な情報を市ウェブサイトに掲載しています。適宜、情報を更新していますので、ご覧ください。

問い合わせ　教育指導室（内線３５６、３６９）
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協力・監修：富田林市防災ボランティア「スクラム」

用意するもの
よう い

・クッキングペーパーなどの 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （ 大 ・
ふ だい

 小 ）
しょう

・ゴム（ 使 い 捨 てマスクのゴムを 再  利  用 してもＯＫ）
つか す さい り よう

・ 針  金 （ラッピング 用 の 針  金 
はり がね よう はり がね

や 使 い 捨 てマスクの 芯 など）
つか す しん

・クリップ

・ 両 
りょう

 面 テープ
めん

・ホチキス

虚 針  金 に
はり がね

 両 
りょう

 面 テープを 巻 き
めん ま

つけます。

許 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （ 大 ）の 真 ん 中 に
ふ だい ま なか

 針  金 を 貼 り 付 けます。
はり がね は つ

距 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （
ふ

 小 
しょう

）を 挟 み 込 み、
はさ こ

 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （ 大 ）を 半  分 に 折 り
ふ だい はん ぶん お

ます。

鋸 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （ 大 ）の
ふ だい

 両 
りょう

 端 に
はし

「ひだ」を 作 り、ホチキス
つく

で 固  定 します。
こ てい

漁ゴムにクリップを 付 けま
つ

す。

禦 不 
ふ

 織 
しょく

 布 （ 大 ）の
ふ だい

 両 
りょう

 端 に
はし

クリップをつけたら 完  成 ！
かん せい

・ホチキスはマスクのなるべく 端 で止め、
はし

クリップでホチキスの 針 を 覆 いましょう。
はり おお

・クリップやゴム、針金は、

 再  利  用 できます。
さい り よう

・かわいいクリップを 使 えば
つか

オシャレになります☆

 作 るときのコツ
つく

用意するもの

・衣料用洗剤

・清潔なタオル

・大きめの 桶 
おけ

・洗濯バサミ

虚桶に水と衣料用

洗剤を入れます。

鋸水道水でマスク

の洗剤をすすぎま

す。

※洗剤の使用量は使用する洗剤のパッ

ケージを確認してください。一般的な

使用量は水２㍑に対して、洗剤０.７㌘が

目安です。

許洗剤の中にマス

クを入れて、10分

間待ちます。

距１０分後、押し洗

いします。

※もみ洗いしない

こと！

漁マスクの水を切

り、タオルでたた

いて水気を取りま

す。

禦日陰で自然乾燥

させます。

　詳しくは、経済産業省ホーム

ページをご覧ください（右図QR

コードからアクセスできます）。

動画で学べます！

※このマスクは唾液などの 飛 
ひ

 沫 の拡散を防止するものです。
まつ
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保健医療
20・30歳代の健診

　職場などで健診を受ける機会のない

人を対象に、健康診査と骨密度検査を

セットにした健診を実施します。

とき　５月１日(金) ～令和３年３月３１日(水) 

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察、骨密度検査

対象者　本市に住民登録をしている人

で、受診日に満２０・２５・３０・３５～３９歳

の人（昭和５６年３月３１日以前に生まれ

た人および妊娠中の人は対象外です）

※骨密度検査は健診日に満２０・２５・

３０・３５歳の女性のみ。

申し込み　保健センターへ（電話申し

込み可）　※申込者に実施医療機関一覧

表と受診票を送付しますので、受診票を

持って有効期限内に受診してください。

基本健康診査

とき　５月１日(金) ～令和３年３月３１日(水) 

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察

対象者　満４０歳以上で生活保護受給者

などの医療保険未加入の人

申し込み　保健センターへ（電話申し

込み可）　※申込者に実施医療機関一覧

表と受診票を送付しますので、受診票を

持って有効期限内に受診してください。

歯科健康診査（成人・妊婦）

とき　令和３年３月３１日(水) まで

ところ　実施医療機関（※）

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健指導

対象者　本市に住民登録をしている人

で、①成人歯科健康診査＝受診日に満

４０・５０・６０・７０歳の人、②妊婦歯科健

康診査＝受診日に妊娠中の人

持ち物　①健康保険証、②妊婦歯科健

康診査受診券、母子健康手帳、本市に

住民登録をしていることが証明できる

もの（健康保険証など）

問い合わせ　保健センター

献血にご協力を

とき・ところ　５月２８日(木) 、午前１０時

～正午、午後１時～４時３０分＝市役所

※献血を受けていただける条件など詳

しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　献血推進協議会〔察(２５)８２６１〕

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔察(２８)５５２０・鯖(２９)７７６０〕へ。実施医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「令和２年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

☎

㈭

㈬

㈬

㈮

☎

☎

☎

㈬まで

☎

☎

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。
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２５

 

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
の受け忘れはありませんか   

　麻しん（はしか）は非常に感染力が

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともあります。風しんも感染力が強

く、特に妊娠初期の妊婦が感染すると

生まれてくる子どもが目や耳、心臓な

どに障がいのある「先天性風しん症候

群」となる可能性があります。

　麻しん、風しんはワクチンの接種で

予防でき、２回の接種で免疫をより確

実にすることができます。対象者は下

表「今年度の実施医療機関での予防接

種」に記載しています。まだ接種でき

ていない人は早めに接種しましょう。

問い合わせ　保健センター〔察(２８)

５５２０〕

 健診・予防接種
 

育児教室「すくすくクラス」

とき　６月３日(水) 、午後０時５０分～３

時１５分、１７日(水) 、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

とその保護者

定員　２５組　

参加費　無料

申し込み　５月７日(木) ～、保健セン

ター〔察(２８)５５２０〕へ（申し込み先着

順）

講座･催し

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
☎

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。
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倒立・側転チャレンジ

とき　５月２０日(水) 、２７日(水) 、６月３日

(水) 、午後３時４０分～４時３０分（全３回）

ところ　市民総合体育館

対象者　６歳～小学６年生

定員　１５人　

参加費　３０００円

持ち物　上靴、飲み物

※動きやすい服装で参加してくださ

い。

申し込み　５月１２日(火) 、午前１０時～、

参加費を添えて市民総合体育館へ（申

し込み先着順、電話申し込み不可）

親と子が楽しむ絵本の会　　

～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　５月２８日(木) 、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　児童館

内容　絵本の読み聞かせ、手遊び、体

遊び

対象者　１・２歳児と保護者

定員　１５組　

参加費　無料

申し込み　５月１日(金) ～１５日(金) に、児

童館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、結果

は郵送でお知らせします。定員に満た

なかった場合は、引き続き受け付けま

す。

２６

各施設の電話番号は３５ページをご覧ください

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔察０７２(３６８)１２２７・鯖０７２(３６８)１２２８〕へ。

☎

☎

☎

☎

☎

☎
☎ ☎

☎ ☎ ☎
☎ ☎ ☎

☎

☎☎ ☎
☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎ ☎

☎
☎
☎

☎

☎

☎
☎

☎
☎ ☎

☎
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児童扶養手当の支払月です

振込日　５月１１日(月) 

支払内容　３～４月分

　受給されている人は、口座の入金を

確認してください（口座、支給月額は

児童扶養手当証書に記載されていま

す）。

　なお、手当てを受けている人が婚姻

（事実婚を含む）や死亡、日本国内に

住所を有しなくなった場合や、公的年

金を受けることができるようになった

場合など、受給のための申請内容と

違った現況になった場合は、必ず届け

出をしてください。

　届け出をされないまま手当てを受け

ていると、手当額を返していただくこ

とがありますのでご注意ください。

※詳しくは、児童扶養手当証書を参照

してください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０５）

５月５日～１１日は　　　　　

児童福祉週間です

　児童福祉法第１条に、「すべて国民

は、児童が心身ともに健やかに生まれ、

かつ育成されるよう努めなければなら

ない」と定められています。

　「児童福祉週間」は、子どもや家庭、子

どもの健やかな成長について社会全体

で考えるとともに、児童福祉の理念を

普及させるため、毎年５月５日のこど

もの日から１週間、全国で実施されて

います。

児童福祉
　今年度の標語は、「やさしさに　つつ

まれそだつ　やさしいこころ」です。

　本市では、「子育てするなら富田林」

を合言葉に、生まれ育つ全ての子ども

たちが健やかに成長する環境の向上

と、市全体で子育てを支える取り組み

をより一層進めることで、皆さんがい

きいきと輝き、心がふれあい、明るい

未来が見えるまちをめざします。

問い合わせ　こども未来室（内線２０８）

 

親子ふれあい事業

●親子でリズム遊び

とき　６月１０日(水) 、１７日(水) 、２４日(水) 、

午前１０時～１１時３０分（全３回）

ところ　児童館

内容　音楽にあわせて体を使い、

ミュージック・ケア（音楽療法）の理

論や効果の話も交えながら親子のふれ

あいを楽しみます

対象者　２歳以下の子どもと保護者

※いずれかが市内在住・在勤・在学の

人に限ります。

定員　２０組４０人　

参加費　無料

持ち物　飲み物、着替えやおむつなど

申し込み　５月７日(木) ～２０日(水) に、児

童館へ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合は抽選し、結果

は郵送でお知らせします。定員に満た

なかった場合は、引き続き受け付けま

す。

講座･催し

子育てに苦しさを感じている

親のための「ＭＹ　ＴＲＥＥ

ペアレンツ・プログラム」

　「子育てにしんどさを感じている」

「気がつけば子どもをた

たいている」など、子ど

もの心と体にダメージを

与えていることに悩む親

への回復支援プログラム

です。

とき　６月１日～９月１４

日の原則月曜日、１２月１日(火) 、令和３

年３月１日(月) 、いずれも午前１０時～午

後０時３０分（全１７回）

ところ　人権文化センター

定員　１０人　

※保育あり（要予約）。

参加費　無料

申し込み　５月７日(木) ～、市人権協議

会〔察(２４)３７００・鯖(２５)５９５２〕へ

※参加者は面接により決定します。

家庭教育学級「こどもに明る
く性を伝える秘訣2020」

とき　５月２６日(火) 、６月９日(火) 、午前

１０時～１１時３０分（全２回）

ところ　金剛公民館

対象者　幼児～小学３年生の子どもが

いる保護者

定員　５人　

参加費　無料

講師　小林　祐子さん（こうのとり倶

楽部代表）

申し込み　５月７日(木) ～、金剛公民館

へ（申し込み先着順、電話申し込みの

み）

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔察０７２(３６８)１２２７・鯖０７２(３６８)１２２８〕へ。

２７

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。
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２８

各施設の電話番号は３５ページをご覧ください

こころの電話相談　〔察(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）

㈭

㈪

㈬

㈮

㈮ ㈮、

㈫

㈭
㈮

㈯

㈭

㈬

㈫

㈪

㈭

㈬ ㈬

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

㈫ ☎

※新型コロナウイルス感染拡大の防止のため、
一部の相談は電話対応のみとなります。
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認知症介護家族の交流会

とき　５月２７日(水) 、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　保健センター

内容　認知症サポート医を交えた情報

交換会

対象者　市内在住で認知症の人を介護

している家族（認知症の人が市内在住

の場合も可）　

※認知症の人もぜひ一緒に参加してく

ださい。

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　５月７日(木) ～２５日(月) に、高齢

介護課（内線１９６）へ（申し込み先着順）

認知症サポーター養成講座

　認知症の人やその家族を温かく見守

る応援者である「認知症サポーター」

を養成する講座を開催します。

とき　６月１６日(火) 、午前１０時～１１時３０分

ところ　市役所４階４０１会議室

内容　認知症の基礎知識、認知症の人

の心の理解と対応について

対象者　市内在住・在勤で認知症サ

ポーターになることを希望する人

※受講者には認知症サポーターの証し

であるオレンジリングをお渡しします。

定員　２０人　受講料　無料

申し込み　５月７日(木) ～６日１２日(金) 

に、高齢介護課（内線１９６）へ（申し込み

先着順）

生活支援サービス従事者研修

　介護に関する資格がなくても、この

研修を受講し、市が指定する訪問介護

事業所に雇用されることで、掃除や買

い物などの生活支援を提供する仕事に

就くことができるようになります。

とき　６月１日～２９日の毎週月曜日、

午後１時～４時１０分（全５回）

ところ　金剛連絡所

対象者　市内在住で、本市に住民登録

をしている人

定員　１５人　受講料　無料

申し込み　５月２５日(月) までに、今城ク

リニック花笑み〔察(５５)３３５３〕へ（申

し込み多数の場合抽選）

※説明会を５月１８日(月) に開催します。

詳しくは、お問い合わせください。

 

ほんわかカフェ in かがりの郷

　お茶を飲みながら、参加者同士で交

流を楽しんでいただけます。介護や認

知症などの相談コーナーもあります。

とき　５月２０日(水) 、午後１時３０分～３時

ところ　かがりの郷１階デイルーム

定員　２０人（当日、直接会場へ）

参加費　１００円

問い合わせ　かがりの郷

物忘れ予防教室

とき　６月５日～２６日の毎週金曜日、

午前９時４５分～１１時４５分（全４回）

ところ　けあぱる

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に効果的な運動や食事、音楽など

対象者　市内在住で６５歳以上の人

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　５月２６日(火) までに、ウエル

ネスけあぱるへ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

市民後見人講演会～市民後見人
養成講座オリエンテーション～

とき・ところ　①６月３日(水) 、午後２

時～４時＝市役所４階４０１会議室、②７

月６日(月) 、午後２時～４時＝大阪社会

福祉指導センター（大阪市中央区中寺

一丁目１の５４）

内容　講演「成年後見制度の概要」、市

民後見人活動の紹介、市民後見人養成

講座についての説明など

参加費　無料

※定員や申し込み方法など詳しくは、

お問い合わせください。

問い合わせ　府社会福祉協議会権利擁

護推進室〔察０６(６７６４)７７６０・鯖０６(６７６４)

７８１１〕へ

※同オリエンテーションは誰でも参加

できますが、８月より実施する市民後

見人養成講座の対象者は、２５歳以上７０

歳未満の人です。また、この講座を受

講するには同オリエンテーションへの

参加が必要です。

講座・催し
 

けあぱるアルバイト職員募集

職種　看護師、介護福祉士、介護職員

初任者研修以上修了者（ホームヘル

パー２級以上取得者可）および、資格

のない介護補助スタッフ

募集人数　若干名

※勤務時間や業務内容など詳しくは、

お問い合わせください。

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時に、履歴書（写真を貼ったもの）

に、資格証明書を添えて、けあぱる総

務課〔察(２８)８６００〕へ

※面接日は、後日連絡します。

 

日本赤十字活動資金に           
ご協力を

　毎年、日本赤十字社では活動資金を

募集しており、富田林地区においても

活動資金の募集を令和３年３月３１日(水) 

まで実施しています。

　赤十字奉仕団、町会（自治会）をは

じめ多くの皆さんのご協力により、昨

年は約３５２万円の活動資金が集まりま

した。

　今年も人道的国際支援や災害時の備

蓄を充実させるため、活動資金へのご

協力をお願いします。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

 

行政書士無料相談

とき　５月２１日(木) 、午後１時３０分～４

時３０分　

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続・遺言、成年後見制度、内

容証明、離婚、不動産の賃貸借・売買

契約、各種許認可などに関する相談

申し込み　５月７日(木) ～、濵田さん（行

政書士会南大阪支部）〔察(５０)１１１０〕（日

曜日を除く午前１０時～午後６時）へ

募　集

福　祉

相　談

２９ ※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。

保
健
医
療

く
ら
し

ゆ
と
り

子
育
て

相
談

保
健
医
療



各施設の電話番号は３５ページをご覧ください

３０

 

ご存じですか？　　　　　　　
第１号被保険者への独自給付

　国民年金には、老齢・障がい・遺族

基礎年金の他、第１号被保険者の独自

給付として次の給付があります。

死亡一時金　

　第１号被保険者として保険料を３年

以上納めた人が、何の年金も受けずに

死亡した場合、生計を一にしていた遺

族（配偶者、子など）に支給されます。

　ただし、その遺族が遺族基礎年金を

受けられるときは支給されません。

◆死亡一時金の額

※付加保険料を納めた期間が３年以上

のときは、８５００円が加算されます。

寡婦年金　

　夫が亡くなったときに次の①～④の

要件を満たす妻に６０歳から６５歳になる

までの間、支給されます。

　ただし、寡婦年金を請求した場合は、

死亡一時金は請求できません。

①婚姻期間（内縁関係含む）が１０年以

国民年金
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②夫によって生計を維持されていた

③夫が死亡した月の前月までの第１号

被保険者としての保険料を納めた期間

と、免除された期間を合算して１０年以

上ある

④夫が障がい基礎年金や老齢基礎年金

を受けたことがない

◆寡婦年金の額

夫が受けられたであろう老齢基礎年金

の額の４分の３

問い合わせ　天王寺年金事務所〔察０６

(６７７２)７５３１〕、保険年金課（内線１５３、１５４）

 

若さ・健康・体力アップ教室

とき　６月３日～７月１５日の毎週水曜

日、午前９時４５分～１１時４５分（全７回）

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイントなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人

定員　２０人

参加費　無料

申し込み　５月２４日(日) までに、ウエル

ネスけあぱるへ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

膝腰痛改善教室

とき　６月５日～２６日の毎週金曜日

（１２日は除く）、午後１時３０分～３時

３０分（全３回）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　整形外科医による講義、膝痛や

講座・催し

腰痛の改善に向けて普段から取り組め

る簡単な運動や食事のポイントを紹介

対象者　市内在住で６５歳以上の人

定員　１７人

参加費　無料

申し込み　５月２６日(火) までに、ウエル

ネスけあぱるへ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

便秘対策！腸に関わる筋肉を
刺激しよう！

　便秘対策として、腸に関わる筋肉を

動かし、大腸を刺激していきます。日

常生活の中で取り組みやすい運動をご

紹介しますので、気軽にご参加くださ

い。

とき　５月１８日(月) 、午後２時～３時

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　２０人

参加費　５００円

持ち物　靴、フェイスタオル、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月７日(木) ～、同ホールへ

（申し込み先着順、電話申し込み可）

笑顔はつらつ教室

　高齢期をいきいきと健康に過ごすた

めに必要な介護予防体操の知識を学ぶ

継続的な講座です。

とき　５月２６日(火) 、午後１時３０分～３時

ところ　かがりの郷１階デイルーム

対象者　６５歳以上の人

定員　各２０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

持ち物　飲み物、上靴

問い合わせ　かがりの郷

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔察０７２(３６８)１２２７・鯖０７２(３６８)１２２８〕へ。

広告枠



 

固定資産税納税通知書を送付

　５月１日付で、令和２年度固定資産

税・都市計画税の納税通知書を送付し

ました。課税内容についてよくお寄せ

いただく質問については下記のとおり

です。その他、詳しくは同封の「富田

林市の固定資産税・都市計画税のあら

まし」をご覧ください。

　また、本市では、新型コロナウイル

スの感染拡大を防止するために３つの

密（「密閉」「密集」「密接」）を避けるこ

とや、不要不急の外出を控えることを

市民の皆さんにお願いしてきました

が、さらなる徹底を図るため、同通知

書について分からないことがあるとき

は、電話にてお問い合わせください。

●よくお寄せいただく質問

Ｑ　平成２８年に新築した住宅、または

２６年に新築した３階建以上の耐火・準

耐火住宅の固定資産税が急に高くなっ

たのはなぜですか？

Ａ　新築住宅に対して、減額制度が設

けられており、一定の要件に該当する

場合、新たに固定資産税が課税される

こととなった年度から３年度分（３階

建以上の耐火・準耐火住宅は５年度分）

に限り、１２０平方㍍までの居住部分に相

当する固定資産税（家屋分）の２分の１

が軽減されます。急に高くなったのは、

新築住宅に対する減額措置の適用期間

が終了したため、本来の税額に戻った

からです。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

税
固定資産税・都市計画税の減免

　次の全ての要件に該当している場合

は、固定資産税・都市計画税の２分の

１が減免されます。減免を受けるため

には６月３０日(火) までに申請が必要です。

①納税義務者が今年１月１日現在、６５

歳以上の人、特別障がい者、寡婦、寡

夫のいずれかであること

②納税義務者および当該納税義務者と

生計を一にする人全員が、個人の住民

税均等割非課税の限度額以下の所得で

あること

③所有している固定資産が自己居住用

だけであり、居住家屋の延べ床面積が

７０平方㍍以下であること

④固定資産税・都市計画税の年税額（土

地・家屋の合計）が５万円以下であること

※なお、新型コロナウイルス感染症対

策の観点から、郵送での申請を推奨し

ています。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

軽自動車税（種別割）の減免

対象者　

①身体障がい者手帳、療育手帳、戦傷

病者手帳、精神障がい者保健福祉手帳

の所持者で、軽自動車（原動機付自転

車を含む）の所有者　

※手帳所持者と同一世帯の人が所有す

る軽自動車や、手帳所持者だけで生活

する人が所有する軽自動車を常時介護

者が運転する場合も減免の対象です。

※減免が適用されるのは対象者１人に

つき１台です。すでに普通自動車など

で減免を受けている場合は対象外です。

②生活保護法の規定による生活扶助を

受けている人

届け出　５月２９日(金) までに手帳（①に

該当する人）または生活保護受給証明

書（②に該当する人）、運転免許証、納

税通知書、納税義務者のマイナンバー

が確認できる書類および本人確認書類

を持って（代理で申請する場合は申請

者の本人確認書類も必要）、課税課また

は金剛連絡所へ

※なお、新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から、来庁が難しい人は

５月２９日(金) までに必ずご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１０）

自動車税（種別割）の納期限

○自動車税（種別割）の納期限は６月

１日(月) です

　納税通知書裏面に記載の金融機関、

府内の郵便局、コンビニエンスストア、

府税事務所などで納期限までに納めて

ください。

　また、パソコンやスマートフォンを

利用したクレジットカードでの納付や

ペイジーでの納付が可能です。詳しく

は、納税通知書に同封している案内を

ご覧ください。

問い合わせ　府自動車税コールセンター

〔察０５７０(０２０)１５６〕

 

平成3１年度（令和元年度）の
国民健康保険料の納め忘れは
ありませんか

　６月には、今年度の国民健康保険料

が賦課されます。

　未納額が積み重なると納付しなけれ

ばならない金額が高額になるだけでな

く、差し押さえなどの滞納処分により

不利益が出る場合があります。

　平成３１年度（令和元年度）の納め忘

れは、５月中に納付してください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５２、１５６）

前年分所得の簡易申告にご協
力を

　６月に決定する１年間の国民健康保

険料は、 皆さんから申告していただ

いた平成３１年（令和元年）中（１月～

１２月）の所得に基づいて算出します。

　税務署や市役所へ税の申告をされて

いない人や、会社などから源泉徴収票

が提出されていない人については、所

得の内容を確認するために国民健康保

険料に関する申告書（簡易申告書）を

送付しますので、期限までに必ず提出

してください。

　また、学生や病気で収入のなかった

人、年金で生活している人、税申告で

扶養控除の対象となる人も簡易申告に

ご協力ください。　　　

問い合わせ　保険年金課（内線１５１、５５２）

国民健康保険
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※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。
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「花の美展2020」作品募集

　６月１２日(金) ～１６日(火) に、レインボー

ホール（市民会館）で開催する同展へ

の出展作品を募集します。

募集作品　花をモチーフとした、絵手

紙、絵画、キルト、写真、フラワーア

レンジメントなど　

参加費　無料

申し込み　同ホールに備え付けの応募

用紙に必要事項を記入し、５月７日(木) 

～２８日(木) 、午前９時～午後５時３０分に、

同ホールへ

※応募用紙は同ホールホームページ

〔http://rainbowhall.jp/〕からもダウン

ロードできます。

  

けあぱる講座

①木工講座（馬のおもちゃ作り）

とき　５月２８日(木) 、６月４日(木) 、午後

１時～３時（全２回）

定員　１０人（最少催行人数６人）

受講料　４４００円

※汚れてもよい服装で参加してくださ

い。

②園芸講座（春の草花の寄せ植え作り）

　市公園緑化協会との共催で同講座を

実施します。

とき　５月２９日(金) 、午後１時３０分～３

時３０分

定員　２５人　

受講料　２０００円

持ち物　ゴム手袋、持ち帰り用の袋　

※汚れてもよい服装で参加してくださ

い。

ところ　けあぱる

申し込み　①は５月９日(土) ～、②は１２

日(火) ～、いずれも午前９時～、けあぱ

るへ（定員①５人、②１０人、申し込み

先着順、電話申し込みのみ）

※５月６日(休) 、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔https://carepal.or.jp/〕

からも申し込みできます（定員①５人、

②１５人、申し込み先着順）。

  イベント

 カルチャー

講演会  「地域で自分らしく生
きる」

　障がいのある子どもたちの進路と地

域社会の関わり方を考えてみません

か。

とき　６月９日(火) 、午前１０時～正午

ところ　すばるホール

定員　２０人　

参加費　無料

講師　千住　真理子さん（大阪発達支

援センターぽぽろ相談員）

申し込み　5月１０日(日) ～６月２日(火) 

に、 澁 
しぶ

 谷 さん（えんじゅの会）〔察(２５)
たに

６４５３・Ｅメールshuka_vermillon@yahoo.

co.jp〕へ（申し込み先着順）

伝統芸能～謡と仕舞体験講座～

　能の作品である、「 高  砂 ・熊野」を披
たか さご

露後、謡と仕舞のレッスンをします。

能楽に興味のある人、初めての人も楽

しめる古典芸能を体験してみませんか。

とき　７月１４日(火) 、午前１０時３０分～正午

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　２０人　

参加費　１０００円

持ち物　足袋または靴下

申し込み　５月７日(木) ～、同ホールへ

（申し込み先着順、電話申し込み可）

レクリエーション・              
インストラクター養成講座

　レクリエーションを学んで、子ども

や高齢者、ご自身の「元気」「笑顔」を

作りませんか。

とき　７月５日(日) ～令和３年１月３１日

(日) （全１０回）

※詳しい日程は、お問い合わせください。

※講座の他に、レクリエーションイベ

ントなどへも３回参加します。

ところ　市民総合体育館など

対象者　市内在住・在勤・在学の人で、

講座終了後市内でレクリエーション・

インストラクターとして活動できる人

定員　３０人

参加費　無料（テキスト代実費）

※テストに合格し、資格申請する人は

受験料および資格登録費が必要です。

※資格取得は、申請時１８歳以上の人の

み可能です。

申し込み　５月７日(木) ～２２日(金) に、参

加者の住所、氏名（ふりがな）、生年月

日、電話番号、メールアドレス、所属

先（勤務先など）を明記し、ファクス

またはＥメールで生涯学習課〔察(２６)

８０６２・鯖(２６)８０６４・Ｅメールs-gaku@city.

tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み先着順、

電話申し込み不可）

㈫
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※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。



各施設の電話番号は３５ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

はじめてのピラティス

とき　５月２１日(木) 、２６日(火) 、６月１２日

(金) 、１８日(木) 、２３日(火) 、午前１０時４５分～

１１時４５分

ところ　市民総合体育館

内容　ピラティスの呼吸法、体幹の鍛

え方、全身の筋肉の使い方

対象者　１６歳以上の人　

定員　各１５人

参加費　１回７００円（当日徴収）

持ち物　飲み物、タオル（持っている

人はヨガマット）

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月１２日(火) 、午前１０時～、

市民総合体育館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

児童館中学生活動                 
「 ｓｍｉｌｅ 」参加児童募集

ス マ イ ル

　市内在住の中学生を対象に、講座や

講習などを実施しています。

　スポーツやレクリエーション活動、

学習活動などを通して、友達の輪を広

げましょう。

とき　５月１８日(月) ～令和３年３月１５日

(月) の毎週月・木曜日、午後６時４５分～

８時　※春・夏・冬の長期休み期間中

は活動がありません。

ところ　児童館　

定員　３０人程度　受講料　無料

申し込み　５月１日(金) ～１５日(金) に、児

童館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、結果

は郵送でお知らせします。定員に満た

なかった場合は、引き続き受け付けま

す。

70歳からの健康体操            
（ Ｌａ  Ｌａ  Ｌａ サーキットライト）

ラ ラ ラ

　楽しみながら、椅子に座った状態で

のリズム体操や筋力トレーニング、脳

トレーニングなどをしましょう。

とき　毎週火曜日、午後１時３０分～２

時３０分

ところ　青少年スポーツホール

対象者　７０歳以上の人

定員　５人　

参加費　月額３５６０円

持ち物　上靴、飲み物、タオル

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月１６日(土) 、午前１０時～、

青少年スポーツホールへ（申し込み先

着順、電話申し込み可）

  

アウトドアを楽しめる           
ボランティアをしませんか

　市野外活動協会では、子どもたちと

一緒にアウトドアを楽しむボランティ

ア会員を募集しています。

活動内容　ファミリー野外料理教室

（５・１１月）、教育キャンプ（９月）、

野外スイーツ教室（１０月）の開催など

対象者　市内在住・在勤・在学で高校

生以上の人

※申し込み方法など詳しくは、お問い

合わせください。

問い合わせ　生涯学習課〔察(２６)８０６２〕

または、西野さん（同協会）〔察０８０

(１４３４)８４４３・Ｅメールkouwa.nishino-y@

nifty.com〕

  イベント

第28回ファミリー野外料理
教室

とき　５月２４日(日) 、午前９時３０分～午

後３時（雨天決行）

ところ　市立青少年教育キャンプ場

（現地集合）

内容　ローストビーフ、簡単サラダ、

飯ごう炊さん

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　３０人

参加費　１０００円（小学生未満５００円）　

申し込み　５月７日(木) ～１５日(金) に、参

加費を添えて Ｔｏｐｉｃ （きらめき創
ト ピ ッ ク

造館）３階生涯学習課〔察(２６)８０６２〕

へ（申し込み先着順、電話申し込み不

可、家族単位でお申し込みください）

※Ｅメールでの申し込みも可。参加者

全員の住所、氏名、年齢、性別、電話番

号、アレルギーの有無を明記し、西野さ

ん（Ｅメールkouwa.nishino-y@nifty.com）

へ。

サバーファームだより

●いちご大福作り

とき　５月１７日(日) 、２４日(日) 、３１日(日) 、

午前１０時３０分～正午、午後０時３０分～

２時、午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●サツマイモ植え付け体験

とき　５月１６日(土) 、１７日(日) 、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　

参加費　無料

●ジニア植え付け体験

とき　５月２４日(日) 、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

●田植え体験

とき　５月２４日(日) 、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

※いずれも当日午前９時３０分～受け付

け（先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストラン「サバ―キッチン」のみご利

用の場合は、入園料なしでご利用いた

だけます）。

問い合わせ　サバーファーム

３４

☎ ☎

㈰

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。
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カーリンコン初心者体験教室

とき　５月２３日(土) 、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　喜志西小学校体育館

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

持ち物　上靴、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

問い合わせ　中村さん〔察０８０(３７９９)

４１１９〕

グラウンドゴルフ大会

とき　５月２３日(土) 、正午～午後３時（午

前１１時３０分～１１時４５分受け付け）

※雨天時は３０日(土) に延期。

ところ　石川河川敷川西グラウンドゴ

ルフ場

内容　２４ホールストロークプレー

対象者　２０歳以上の人　定員　１００人

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　５月１２日(火) 、午前１０時～、

市民総合体育館〔鯖(２５)１４４０〕へ（申

し込み先着順、電話・ファクス申し込

み可）

〔金剛連絡所　察 (29) 1401〕

ウォーキング講習会

とき　５月２３日(土) 、午後２時～３時

ところ　市民総合体育館

内容　市民総合体育館から近隣施設を

ウォーキング

対象者　２０歳以上の人　定員　２０人

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　５月１２日(火) 、午前１０時～、

市民総合体育館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

楽しくできる筋力アップと    
ストレッチ無料体験

とき　５月２８日(木) 、午前１０時３０分～１１

時５０分

ところ　市民総合体育館柔道場

内容　初めての人も楽しくできる、筋

力アップ運動＆ストレッチとリラク

ゼーション

対象者　市内在住の人

定員　１０人

持ち物　バスタオル、タオル、飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月７日(木) ～、石田さん

〔察(６２)２７５３〕へ（申し込み先着順）

３５

  

バドミントン体験教室

とき　６月２日(火) 、１６日(火) 、３０日(火) 、

７月７日(火) 、正午～午後１時３０分（全

４回）　

ところ　市民総合体育館

対象者　１８歳以上の女性

定員　２０人　参加費　１０００円

持ち物　上靴、ラケット（貸し出しも

あり）

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　５月６日(休) ～、柴崎さん

〔察０９０(５６７９)２９３７〕へ（申し込み先着順）

５月・６月の                      
東公民館ホール一般開放

とき　５月２４日～７月５日の毎週日曜

日（５月３１日は除く）、午前９時～午後

５時

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トンなど　

使用料　無料　持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

  スポーツ

電話番号＆今月の休館日
※休館日は翌月の５日まで掲載。
●市民総合体育館       察 (24) 2265
５/１～１５
●青少年スポーツホール 察 (29) 3778
５/１～１５
●総合スポーツ公園   察 (35) 2121
５/１～１５　
●図書館　
中央察 (25) 4921・金剛察 (28) 1171
５/１～１５、１８、２５、６/１
●公民館　
中央察 (24) 3333・金剛察 (28) 1121
東察 (25) 1772・ 喜志分館察 (25)1117
５/１～１５、１８、２５、６/１
●人権文化センター   察 (24) 0583
５/３～６、１０、１７、２４、３１
※５/１～１５は施設の貸し出しを中止
しています。
●児童館                    察 (25) 0666
５/３～６、１０、１７、２４、３１  
※５/１～１５は施設の貸し出しを中止
しています。

● Ｔｏｐｉｃ (きらめき創造館)  察(26) 8056
トピック

５/１～１５

●すばるホール          察 (25) 0222
５/１～１５、１８、２５、６/１
●レインボーホール(市民会館) 察 (25) 1117
５/６、１３、２０、２７、６/３　
※５/１～１５は施設の貸し出しを中止
しています。
●市民公益活動支援センター 察 (26) 7887
５/２～６、９、１０、１６、１７、２３、２４、
３０、３１
●総合福祉会館          察 (25) 8261
５/１～１５     ※毎週木曜日は浴場の利
用はできません。
●かがりの郷             察 (20) 6070
５/１～１５     ※毎週月曜日は浴場の利
用はできません。
●けあぱる                察 (28) 8600
　ウエルネスけあぱる 察 (28) 8668
５/４、１１、18、25、６/１　
※５/１～１５は健康づくり・世代間交流
施設のみ閉館しています。
●農業公園サバーファーム 察(35) 3500
５/１～１５、１８、２５、６/１
●旧杉山家住宅・寺内町センター 察 (23) 6117
　じないまち交流館   察 (26) 0110
　旧田中家住宅          察 (25) 6771
５/１～１５、１８、２５、６/１

●きらめきファクトリー 察 (24) 5500
５/１～１５
●消防本部・消防署   察 (23) 0119
　金剛分署　　  　　 察 (29) 0119
　消防災害情報案内察0180 (99) 7299
●防災情報音声案内サービス（防災無
線音声確認） 察0800 (805) 5653

※掲載されているイベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期する場合があります。

新型コロナウイルス感染症対

策のため、５月15日(金)まで市内

公共施設などが休館(休止)や施

設の貸し出しを中止しています

※休館（休止）中においても、申し

込みや申請書の受け付けなどは実施

しています。詳しくは、各施設にお

問い合わせください。

※国や大阪府の方針などにより、期

間が変更になる場合があります。最

新の休館情報など詳しくは、市ウェ

ブサイト「市内公共施設等の休館（休

止）状況について」を

ご覧ください（右図Ｑ

Ｒコードからもアクセ

スできます）。
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☎

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔察０７２(３６８)１２２７・姉０７２(３６８)１２２８〕へ。
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